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牛伝染性リンパ腫の問題点

・・しかし・・

①酪 農 家：牛の死廃、乳質低下
経済的損失増加

②繁殖農家：市場出荷仔牛が販売先で発症
産地信頼低下

③肥育農家：肥育牛での発症が増加（発症の若齢化）
と畜場出荷肥育牛で判明 ⇒全廃
経済的損失甚大
※県内外の肥育農家から、対策強化への

強い要望
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【共 通】
①発症割合が感染牛の約５％

⇒ 無関心・無対策の農家多数
（小規模農家に多い傾向）

②飼養規模拡大

⇒ 対策に手が回らない
（飼養・草地管理、飼料確保 ＞ 感染防止対策）

③牛舎構造

⇒ 物理的な感染防止対策が困難

対策の難しさ・課題

【酪 農 家】乳量、乳質重視

【繁殖農家】血統、育種価重視

【肥育農家】感染情報の取得困難

早期牛群更新が困難

安定経営重視⇒早期清浄化へのジレンマ 3



感染防止・清浄化に向けた取組

牛伝染性リンパ腫感染防止対策事業：Ｒ３年度～
～牛飼養農家の経済的損失低減と産地信頼性向上を目的～

スケジュール
Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度

◎地域性、品種、飼養規模を考慮したモデル農家を選定
※牛伝染性リンパ腫感染防止対策に意欲的な農家

★酪農家 ２戸
★繁殖農家２戸

★酪農家 １戸
★繁殖農家１戸
★繁殖酪農

複合農家１戸

★繁殖農家２戸

★

★

★

★
★

★

★

◎取組効果の期待
感染防止対策効果⇒地域の取組へ拡大⇒全県規模の取組へ

★★
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モデル農家への支援

牛伝染性リンパ腫検査
～２年間～

・抗体検査（ELISA）

・血液検査

・遺伝子検査

・検査結果のとりまとめ

感染拡大防止対策
～開始初年度～

・初乳製剤

・初乳加温器

・防虫ネット

・衛生害虫忌避剤

家保の支援 モデル農家

提 供

農場感染状況の把握
陽性率：●％

高リスク牛：▲頭

低リスク牛：■頭

陰性牛 ：◆頭

感染拡大防止対策
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感染防止対策の方法

感染牛のリスク評価

◎ 定期的抗体検査（半年毎）

導入牛：導入の都度
育成牛：6ヶ月齢に達した時点

陰
性
牛

陽
性
牛

◎ 血液検査（ECの鍵、JBの鍵）
◎ ｒＰＣＲ検査

感染対策のキーワード

～感染牛の血液や乳汁等に接しない ～

初回検査：抗体検査<ELISA法>で感染牛を把握
※飼養牛6ヶ月齢以上の全頭

・牛舎分離飼育もしくは牛舎内区分飼育
・衛生害虫対策
・初乳製剤もしくは処理初乳給与
・搾乳順序の変更
・使用器具の消毒
・計画的な淘汰推進 6



【乳用牛：ECの鍵】

正常 疑症 真症
0-1 <11000 11000-13000 >13000
1-2 <10000 10000-12000 >12000
2-3 <8500 8500-10500 >10500
3-4 <7500 7500-9500 >9500
4-5 <6500 6500-8500 >8500
5-6 <6000 6000-8000 >8000
>6 <5500 5500-7500 >7500

（新版獣医内科学）
リンパ球絶対数(/uL)

年齢

【プロウイルス量による感染源リスク分類】 
       目堅（The Journal of Farm Animal in Infectious Disease vol.7 No.4 2018)より

水平感染 垂直感染
超高リスク牛 >2,000 高 高 超高リスク
高リスク牛 500-2,000 中 中 高リスク
低リスク牛 100-500 低 低 低リスク

超低リスク牛 <100 低 低 超低リスク

感染源リスク
（伝播リスク）リスク分類

BLVプロウイルス量（copies)
/50ng of genomic DNA

リスク分類

感染牛のリスク評価と対策への道筋

抗体検査（ELISA法）

血液検査（ECの鍵 or JBの鍵）

プロウイルス定量検査（rPCR法）

総合的なリスク評価

超高リ
スク牛

高リス
ク牛

低リス
ク牛

超低リ
スク牛

陰性
牛

ステップ１
感染状況、発症・感染拡大リスクレベル把握

ステップ２
飼養状況・経営方針等、実情に応じた対策

ステップ３
非感染の後継牛生産

ステップ４
リスクの高い感染牛の更新

最終ステップ
牛伝染性リンパ腫の清浄化
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長期的な感染防止対策への誘導

①検査結果
②血統（３代祖）
③育種価

感染防止対策の継続 ⇒ 清浄化へ

※長期間に渡る取り組み＝「やる気」の継続が重要

モデル農家の「やる気」を引き出すために・・

①検査結果
②乳量データ

酪農家 繁殖農家

フィードバックを工夫
①飼育対策：区分飼育or分離飼育

②衛生害虫対策：防虫ネットor忌避剤

③仔牛早期分飼（母牛陽性時）：可 or 不可

④初乳対策（母牛陽性時）：初乳製剤or処理初乳

⑤繁殖管理（母牛陽性時）：生ませるor廃用

対策法の提示と選択

実情に応じた感染防止対策を選択
＝長期的な対策には重要！！

飼養牛の状況を見える化！

理由は様々・・

一覧表として提供

農場の飼養形態により

実施可能な対策が異なる

・牛舎に余裕がない

・防虫ネットが作業に支障
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モデル農家の概要

感染防止対策
期 間
（年度）

放牧場
利用導 入

飼養
頭数

品
種

形 態
農
場

初乳対策衛生害虫対策飼養方法

初乳製剤防虫ネット牛舎内区分R3～4無無（自家産）６４Ｊ種酪 農Ａ

初乳製剤防虫ネット牛舎内区分R3～4有有（県内・外）１１３Ｂ種繁 殖Ｂ

初乳製剤防虫ネット牛 舎 分 離R3～4有有（県内・外）５１Ｂ種繁 殖Ｃ

処理初乳防虫ネット牛舎内区分R3～4無無（自家産）５６Ｈ種酪 農Ｄ

初乳製剤忌 避 剤牛 舎 分 離R4～5無有（県内・外）１０１Ｂ種繁 殖Ｅ

処理初乳
初乳製剤

防虫ネット牛舎内区分R4～5有有（県内・外）１１２
Ｂ種
Ｈ種

繁殖・酪農Ｆ

処理初乳忌 避 剤牛舎内区分R4～5有有（県内・外）１０３Ｈ種酪 農Ｇ

※Ｊ種：ジャージー種、Ｂ種：黒毛和種、Ｈ種：ホルスタイン種
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結 果１【初回検査時の感染状況】

Ａ農場 B農場

Ｅ農場 Ｆ農場 Ｇ農場

■超高リスク牛 ■高リスク牛 ■低リスク牛 ■超低リスク牛 ■陰性牛

2.1%

12.5%

85.4%

100%

11.1%
2.0%

7.1%

79.8%

18.4%

10.2%

5.1%

14.3%

52.0%

陽性率：14.6% 陽性率：56.8% 陽性率：56.0%

陽性率：0% 陽性率：20.2% 陽性率：48.0%

D農場

34.0%

4.0%8.0%10.0%

42.0%

C農場

陽性率：33.8%

11.3%

6.2%

11.3%
66.3%

2.8%

37.8%
43.2%

5.0%

10.8%

5.4%

陽性率＝陽性頭数/検査頭数
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感染防止対策の様子

衛生害虫対策

防虫ネット

忌避剤装着

初乳対策

初乳製剤給与

その他対策

処理初乳給与
（加温）

牛舎内区分飼育

陽性牛飼育区画

頭絡色分け

牛舎分離飼育

陽性牛 陽性牛 陰性牛 陰性牛
陰性牛 陰性牛 陰性牛 陽性牛
陽性牛 陰性牛 陽性牛 陽性牛
陰性牛 陰性牛 陽性牛 陽性牛
陰性牛 陽性牛 陽性牛 陽性牛
陽性牛 陰性牛 陰性牛 陰性牛
陽性牛 陽性牛 陽性牛 陰性牛
陽性牛 陰性牛 陰性牛 陰性牛

１号舎 ２号舎

陽性牛 陽性牛 陰性牛 陰性牛
陽性牛 陽性牛 陰性牛 陰性牛
陽性牛 陽性牛 陰性牛 陰性牛
陽性牛 陽性牛 陰性牛 陰性牛
陽性牛 陽性牛 陰性牛 陰性牛
陽性牛 陽性牛 陰性牛 陰性牛
陽性牛 陽性牛 陰性牛 陰性牛
陽性牛 陽性牛 陰性牛 陰性牛

１号舎 ２号舎

60℃ 30分
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結 果２【 陽 性 率の推移-要因整理】
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56.8 56.0 
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Ａ農場 B農場 C農場 D農場

１回目 ２回目 ３回目

7/48
4/45 4/44

27/80
30/84

28/85

21/37

21/40

21/43

31/53
29/50

32/56

%
※要因整理
・陽性牛の廃用(販売)、外部導入を除外

１回目：R3.9月、10月 2回目：R4.3月 3回目：R4.9月

導入陽性牛：１頭
陽 転 牛：５頭

導入陽性牛：１頭
陽 転 牛：１頭

導入陽性牛：なし
陽 転 牛：3頭

導入陽性牛：なし
陽 転 牛：なし
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48.0 
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18.6
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E農場 F農場 G農場

１回目 ２回目
１回目：R4.5月、6月 2回目：R4.12月 ※Ｇ農場１回目：R4.12月

%

０/７８ 0/84
20/99

19/102

47/98
導入陽性牛：２頭
陽 転 牛：なし

導入陽性牛：１頭
陽 転 牛：２頭

導入陽性牛：なし
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牛伝染性リンパ腫清浄化に向けた光明

感染母牛（高リスク以上）から
陰性仔牛生産に成功！！
Ａ農場：１頭
Ｃ農場：３頭
Ｄ農場：３頭
Ｆ農場：１頭

【Ｃ農場】

【Ｄ農場】
親牛（超高リスク）

親牛（超高リスク）

親牛（超高リスク）

親牛（超高リスク）

仔牛（陰性）

仔牛（陰性）

仔牛（陰性）

仔牛（陰性）

仔牛（陰性）
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考 察

①大きな効果発現（清浄化）まで、長期間を要す

②ねばり強く対策を継続するモデル農家の新規発掘

③方法を模索し、対策継続へ誘導

④経営を優先した飼養牛コントロール⇒「やる気」の維持

既存の畜舎、設備で。

乳量（乳質）を維持して。

確実な育種改良を進めて。

☆ 燃料費・飼料購入費高騰！

☆ 仔牛販売価格低下傾向！

☆ 生乳の生産調整！

☆ 肥育牛での発症！

無理のない

対策継続

広域的な
牛伝染性リンパ腫
感染対策普及へ
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